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（平成 29 年）

第 135 号

今月の主な内容
今月の表紙
～激走をありがとう！
　　第16回和歌山県市町村対抗

ジュニア駅伝競走大会～
　2月19日に開催された駅伝競走大会に参加した
紀美野町代表チームの選手、監督、コーチ、関
係者の皆さん。お疲れ様でした。

【11面に関連記事】

3
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65歳以上
の皆さんへ

対象：介護保険の要支援１･2の認定を受けた人、
　　　事業対象者と判定された人

　事業対象者の判定は、保健福祉課窓口で
チェック票を用いて行います。窓口に来られ
ない場合は訪問にて実施します。

介護予防・生活支援サービス事業

介護予防・生活支援サービス事業

●訪問型サービス…
　ホームヘルパーによる身体介護や掃除・
　洗濯などの生活援助
●通所型サービス…
　通所介護事業所などでの生活支援、
　運動機能向上や栄養改善

　要支援認定の人への予防給付のうち、訪問介護・通所介護
が、介護予防・日常生活支援総合事業に移行します。現在サー
ビスを利用している人は、認定の有効期間中は継続して同じ
サービスを利用できます。
　有効期間終了が近づきましたら、保健福祉課や担当のケア
マネジャーを通じて案内いたしますので、お待ちください。

　町が定める研修を受けた町独自のサ
ポーターです。介護福祉士などの資格
を持っていない方でも、総合事業の訪
問型サービスの担い手として働くこと
ができます。（調理や掃除、買い物など
の家事援助のみ提供）
　あなたもサポーターになって、地域
で暮らす高齢者のために力を発揮しま
せんか？
　養成講座の開催が決まれば、別途町
広報などでお知らせします。

対象：65歳以上の全ての人

　65歳以上の全ての人が利用できます。保健福祉課窓口な
どで利用者に合った事業を紹介します。

一般介護予防事業

一般介護予防事業

生活支援サポーターとは

●65歳からの健康づくり教室
●脳の健康検査（ファイブ・コグ）
●いきいき百歳体操など
　通いの場づくり
●転ばん塾・元気塾
●地域サロン

　介護予防・日常生活支援総合事業は、65歳以上の全ての人を対象に、介護保険制度の地域支援事業として
実施するものです。
　高齢者の皆さんが住み慣れた地域で生活できるよう、ニーズに合った多様な介護予防と生活支援サービス
を提供します。
　また、これまで要支援１・２の認定を受けて利用していた介護予防サービスの一部（訪問介護と通所介護）
がこの事業に移行します。

大きく２つの事業があります
訪問・通所介護事業所に加え、地域住民が担い手と
なるなど、さまざまなサービスを利用できます

保健福祉課に相談してください
事業対象者を決定します

平成29年
　4月からです

事業の枠組みが変わる以外、
大きな変更はありません

どんなサービスが
利用できるの？

利用するにはどうすればいいの？ いつから始まるの？

「生活支援
　　サポーター」
になりませんか？

現在、要支援認定の人は何が変わるの？

新しい介護予防・日常生活
支援総合事業が始まります

■問い合わせ　保健福祉課
　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
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知っていますか？「いきいき百歳体操」

毛原上

志賀野

国吉

地域の仲間と一緒に、わいわいと楽しみながら、イスを使っ
て簡単にできる体操です。

百歳体操をして、いくつになっても心と体を元気にしましょ
う！

「いきいき百歳体操」とは？

まず、筋力がつきます。筋力がつくと体が軽くなり、動くこ
とが楽になります。

また、転倒しにくい体になるので、骨を折って寝たきりにな
ることを防ぐことができます。

「いきいき百歳体操」をするとどうなるの？

いいえ。筋力運動は週1 ～２回程度でいいと言われています。
１回運動をしてから2、3日休んで筋肉の疲れをとった方が、

逆に筋力がつきやすくなります。

毎日「いきいき百歳体操」をするの？

■問い合わせ
　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

この体操は全国でも広がりをみせている取り組みで、紀美野
町でも毛原上、志賀野、国吉の３か所で始まっています。皆さ
ん楽しんで体操していますよ！
　「参加してみたい！」「自分たちの地区でもやってほしい！」
という方は是非、下記まで気軽にお問い合わせください。

紀美野町でも始まっています！

高校時代の同級生４人と旅行をしました。そのうち二人は補聴器着用。全員78歳です。

旅行中…
①重い荷物でも持ち上げられたので、高い位置にある電車の網棚に荷物を置けた！
②駅の階段も苦にならなかった！
③足取りが軽かった！
　以上、まだまだありますが、友人たちは「どうしてなの？」とびっくりポンでしたよ。力の差は歴然‼
　いきいき百歳体操のおかげで楽しく旅行できました！
　継続は力なりですよ！　みなさんも始めてみませんか？

いきいき百歳体操　参加者からの声

毛原上地区　参加者
森下　澄子さん
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デイケアとは、精神に障害のある方が、病気や障害と
上手く付き合っていく方法を身につけ、生活していくな
かでの不便さを軽減することを目的とするリハビリテー
ション医療のひとつです。
具体的には、勉強会、外出、スポーツ、料理などのプ
ログラムを通して、社会機能の回復の手助けをし、地域
生活の維持・社会参加を目指します。当院のデイケア室
では、20歳代から60歳代と幅広い年代の方々が利用さ
れています。アットホームな雰囲気のなか、利用者と病
院職員（精神科医師、看護師、作業療法士、精神保健福
祉士、臨床心理士）が共に協力しながら運営をしていま
す。プログラムの内容は、利用者が主体となって決めて
います。
デイケアの利用をお考えの方や興味がある方は、主治
医や当病院職員にご相談ください。また、見学も随時受
け付けています。

■問い合わせ　国保野上厚生総合病院　デイケア室
　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐２１７８（代表）

国保野上厚生総合病院だより
（職員紹介⑲）

平成 29 年２月１日（水）に、和歌山県ト
ラック協会青年協議会より車いすが寄贈され
ました。
和歌山県トラック協会青年協議会とは、県
トラック協会の会員の中で若手育成を目的と
した組織であり、その中の社会貢献活動事業
の一つとしてチャリティーゴルフコンペで集
めた収益金を県内の公立病院を対象に 2004 年
より車いすの寄贈を行っており、今年は当病
院に車いす５台の寄贈をして頂きました。
当病院は、県トラック協会青年協議会に感
謝の意を表し、柳岡院長より感謝状を贈呈し
ました。

◎海南税務署は、土・日・祝日は閉庁しております。
また、税務署へお越しの方は、駐車場及び周辺
道路が非常に混雑しますので、電車バス等をご
利用ください。

●確定申告はもうお済みですか？
★今年も確定申告の期限が迫ってきました。所得
金額及び税額を正しく計算し、期限内に申告・
納税を済ませましょう。
★平成28年分以降の所得税等確定申告書には、マ
イナンバーの記載と本人確認書類の提示又は写
しの添付が必要です。
※誤った申告をしたりすると、納税額の他に加算
税が賦課される場合があるほか、延滞税を併
せて納付しなければならない場合がありますの
で、ご注意ください。

■問い合わせ　海南税務署
　℡ ０７３‐４８２‐０９００

海南税務署からのお知らせ

左から　山田臨床心理士、宮本看護師、福田作業療法士、
　　　　向井精神保健福祉士

国保野上厚生総合病院
車いすの寄贈
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文
化
財
防
火
デ
ー
の
１
月
26
日
、
本
殿
な
ど

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
十
三

神
社
（
野
中
）
と
野
上
八
幡
宮
（
小
畑
）
で
宮

司
さ
ん
を
は
じ
め
消
防
署
員
、
地
元
消
防
団
員

ら
が
参
加
し
て
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
境
内
か
ら
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
、

宮
司
さ
ん
に
よ
る
初
期
消
火
、
消
防
署
へ
の
通

報
、
境
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
放
水
銃
か
ら
の

放
水
訓
練
と
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
野
上
八
幡
宮
で
は
通
報
で
駆
け
つ
け

た
消
防
署
員
に
よ
る
タ
ン
ク
付
消
防
車
か
ら
の

放
水
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
守
ろ
う
‼　

貴
重
な
文
化
財

町
内
の
２
神
社
で
防
火
訓
練
を
実
施

★
サ
ロ
ン
だ
よ
り

「
企
業
の
森
」
に
よ
る
森
林
保
全
活
動

町
内
２
か
所
目
が
決
定
！

美
里
ふ
る
さ
と
講
座
〔
第
９
回
〕

の
お
知
ら
せ

花
い
ち
ば
ん　

春
の
花
ま
つ
り

桜
・
桃
等　

約
３
千
本
（
約
1.5
万
坪
）

花
王
（
株
）
和
歌
山
工
場
様
が
、
紀
美
野
町

内
で
は
２
か
所
目
と
な
る
「
花
王
の
森　

お
い

し
（
梅
本
）」
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と
、「
花

王
の
森　

紀
美
野
（
松
ケ
峯
）」
の
継
続
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
「
企
業
の
森
」
と
は
、
企
業
な
ど
の
皆
様
に

社
会
・
環
境
貢
献
活
動
、
ま
た
地
域
と
の
交
流

活
動
の
一
環
と
し
て
、
森
林
環
境
保
全
に
様
々

な
か
た
ち
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
事
業
を
総

称
す
る
も
の
で
す
。

長
年
、
美
里
町
誌
の
編
纂
に
携
わ
ら
れ
た
森

下
誠
先
生
に
よ
る
「
美
里
ふ
る
さ
と
講
座
（
第

９
回
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
古
文
書
等
の
史

料
か
ら
、
か
つ
て
の
美
里
地
域
で
起
こ
っ
た
出

来
事
を
、
親
し
み
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
テ
ー
マ　
「
世
直
し
先
生
奮
闘
す
」

　

～
明
治
初
期
、「
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
の

治
世
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
村
に
、
新
任
先
生

が
や
っ
て
き
た
…
。
～

■
日　

時　

平
成
29
年
３
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

■
場　

所　

美
里
支
所
３
階
会
議
室

■
参
加
費　

無
料

■
講　

師　

元
美
里
町
誌

　
　
　
　
　
　

編
纂
室
長

　
　
　
　
　
　
　

森
下 

誠 

氏

■
主　

催　

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

紀
美
野
史
発
見
部
会

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

ま
ち
づ
く
り
課
（
美
里
支
所
内
）

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
２

■
開
催
期
間　

３
月
中
旬
～
４
月
中
旬
頃

■
開
園
時
間　

９
時
30
分
頃
～
（
開
園
・
閉
園

時
間
は
気
象
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。）

　

開
催
期
間
中
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
す
‼
※
詳
細
は
下
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
入
園
料　

大
人（
中
学
生
以
上
）：
５
０
０
円

　
　
　
　
　

小
人（
小
学
生
）　　

：
１
０
０
円

地
域
サ
ロ
ン
で
は
、
住
民
の
方
が
気
軽
に
集

ま
っ
て
交
流
を
す
る
中
で
、
楽
し
み
な
が
ら
仲

間
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
サ
ロ
ン
楽ら

く

笑し
ょ
う

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

長
谷
集
会
所
に
て
、
災
害
の
時
な
ど
で
も
簡
単

に
で
き
る
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
袋
に
食
材
を
す
べ
て
入
れ
、
そ
の
袋
を
熱
湯

で
湯
せ
ん
し
て
火
を
通
す
調
理
法
で
す
。
食
材

を
入
れ
た
袋
の
中
の
空
気
を
抜
き
な
が
ら
、
袋

の
口
を
縛
る
作
業
が
難
し
く
、
皆
さ
ん
苦
労
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
慣
れ
れ
ば
簡
単
な
調

理
法
な
の
で
、「
家
で
も
作
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

＊
あ
な
た
も
サ
ロ
ン
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
＊

近
所
の
人
た
ち
と
集
ま
っ
て
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な
サ
ロ
ン
を
つ
く
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

野上八幡宮での放水訓練の様子

調印式より　仁坂知事（写真左）　花王㈱
和歌山工場 松下工場長（写真中央）

■問い合わせ
　花いちばん　
　℡ ０７３- ４９５- ３９５６
　〒640-1222　
　紀美野町大角４８６番地３
　ホームページ
　http://www9.plala.or.jp/hana1ban/

■協賛　紀美野町観光協会
　協力　みさと天文台友の会
　　　　上神の郷応援団



2017.3 6

★こども園・保育所開放のご案内
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園：3 月 13 日（月）・27 日（月）　 ９時～ 12 時　　　 ℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　○神野保育所　　：3 月 1 日（水）・15 日（水）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３‐４９５‐２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 3 月 1 日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　リトミック教室　子育て支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3 月 8 日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　子育て支援センター
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　3 月 15 日（水）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター 2 階　プレイルーム
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（きみのこども園内）までお申し込みください。
　　℡ ０７３‐４８９‐２１４４
★子育て支援センター・文化センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３‐４８９‐２１４４
　（きみのこども園内）　 ※３月 27 日（月）～ 31 日（金）はお休みとなります。
　　　　　　　　　　　　3 月 13 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談
　○文 化 セ ン タ ー：毎月第２・４週の木曜日（祝日は休み）　（9 時 30 分～ 11 時 30 分）℡ ０７３‐４９５‐９０５５
　　　　　　　　　　　 3 月 23 日（木）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。
　　お越しいただくか、お電話にて気軽にお問い合わせください。    ℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４

保健・福祉だより
平成28年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

健康相談のお知らせ（3 月の日程）

●保健福祉・介護などの総合相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡ 073‐489‐9960
　　　　 休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ 073‐489‐2430
〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　1日、8日、15 日、22 日、29 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等
　保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今
後のよりよい生活につなげましょう。
　生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

健康づくり情報Vol.18
春です！こつこつ体を動かしましょう！
保健福祉課では、これから運動を始める方、体力に自信のない
方でも気軽に参加しやすい運動教室を毎年開催しています。

「からだが喜ぶ！楽しい運動」
日時：平成29年３月26日（日）10時～ 12時
場所：総合福祉センター３階　多目的ホール
講師：今阪　豪 氏（県スポーツ振興財団　健康運動指導士）
申込：保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０　
　　　※申込締切 3月21日（火）

運動とまでは気が進まない方はまずは日ごろの生活でこまめ
に動くことを心がけましょう。まずは100キロカロリーの消費か
ら！（下記は体重60㎏の方が消費できる目安です）
床磨き：27分、掃除機をかける：29分、風呂掃除：27分、普通歩
行：32分
同日県内でサイクリングイベントも開催されます！

（詳細は15頁）

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

3 月 13 日（月）
3 月 27 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

3 月 8 日（水）
3 月 22 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

3 月 13 日（月）
3 月 27 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝・祭日除く）
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講師プロフィール
社会保険労務士・社会福祉士・ファイナンシャ
ルプランナー等の資格を持ち地域でご活躍さ
れています。

乳がんで亡くなる人は毎年増加を続け、中高年女性の死亡第１位です。20歳を過ぎたら月１回の自己検診でしこりがな
いか確認し、40歳を過ぎたら自己検診と２年に１回の乳がん検診をお勧めします。

乳がん検診の勧め
紀美野町では、40歳以上の女性に無料で乳がん検診を行っています。
詳細はホームページか、保健福祉課までお問い合わせください。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

■日時　平成29年３月18日（土）　13時00分～14時50分
　　　　※開場　12時30分　
　　　　（時間前には入れませんので、開場時間を厳守して下さい。)
■場所　海南市海南保健福祉センター　
　　　　（海南市日方１５１９－１０　　℡０７３ ‐ ４８３ ‐ ８７６０）
　　　　※駐車場は日方小学校運動場（無料）をご利用ください。

講演会　知って得する今どきの医療事情
　　　　～役に立つお金の話～

Ⅱ

Ⅰ

報告「海南海草地域の現場から」

講師　医療法人久仁会　宇都宮病院
　　　医療介護福祉相談室長　丸畑　雄司  氏

●医師の立場から　　　　いぬい内科呼吸器内科クリニック院長　　乾　　　宏行　氏
●訪問看護師の立場から　のかみ訪問看護ステーション看護師　　　谷口　　美香　氏
●病院連携室の立場から　海南医療センター看護師　　　　　　　　宮井　ひろみ　氏

■問い合わせ・申し込み
　紀美野町地域包括支援センター　（保健福祉課内）
　紀美野町下佐々１４０８番地４　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

　主催：紀美野町・海南市・紀美野町地域包括支援センター・海南市地域包括支援センター
　共催：海南・海草在宅医療サポートセンター

参加をご希望の方は下記連絡先に電話でお申し込みください。

乳がんになりやすい人
●近親者に乳がんにかかった人がいる方
●過去に乳がんや乳腺症にかかったことがある方
●肥満気味（動物性脂肪を多量摂取）の方　

自己検診のポイント
●生理前後を避ける  
●しこりや異常を感じたら自己判断せず、すぐに受診する

鏡を見て確認しましょう
●乳房の形の変化
●ただれやひきつれ、腫れ
●乳頭からの分泌物

●喫煙している方
●初潮が早く閉経が遅い方
●出産経験がない方　

●閉経後は月１回日を決めて行う

乳房を触って確認しましょう
●乳房やわきの下にしこりがないか親指以外の４本の

指の腹でやさしくなでるように触ってください。
　入浴時石鹸をつけるとしやすいです。

●授乳経験が少ない方　　
●高齢初産された方
●ホルモン療法を受けている方

毎年３月１日～８日は「女性の健康週間」

どうしよう困った！
介護、医療

その時に備えるために！

乳がんの早期発見のために気をつけましょう！

在宅医療・介護普及講演会の
お知らせ
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お
知
ら
せ
・
募
集

平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
の
臨
時

的
な
措
置
と
し
て
、
所
得
の
少
な
い
方
を
対

象
に
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
者

　

平
成
28
年
１
月
１
日
に
お
い
て
、
紀
美
野

町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、平
成
28
年
度
町
・

県
民
税(

均
等
割)

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方

　

た
だ
し
、
左
記
の
場
合
は
対
象
外
で
す
。

①
市
町
村
民
税
の
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
場
合

②
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど

■
支
給
額　

１
人
に
つ
き
１
５
，０
０
０
円

■
申
請
場
所

　

・
役
場
本
庁
住
民
課

　

・
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
保
健
福
祉
課

　

・
美
里
支
所
住
民
室

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
申
請
期
間

　

平
成
29
年
３
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
６
月
２
日（
金
）

■
そ
の
他

　

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
対
し
て
、
２

月
末
頃
か
ら
順
次
申
請
書
等
を
送
付
し
ま

す
。
ご
自
身
が
給
付
対
象
と
思
わ
れ
る
方

で
、
申
請
書
等
が
届
か
な
い
場
合
は
、
電

話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

■
職
種　

ナ
ー
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

■
募
集
人
員　

数
名

■
賃
金　

月
額　

１
５
３
，０
０
０
円
～

　
　
　
　
　
　
　
　
（
有
資
格
者
優
遇
あ
り
）

■
勤
務
時
間　

シ
フ
ト
制

　

①
７
時
30
分
～
16
時
15
分

　

②
８
時
30
分
～
17
時
15
分　

　

③
10
時
30
分
～
19
時
15
分

※
パ
ー
ト
職
員
も
同
じ
く
募
集
し
て
い
ま

す
。
勤
務
時
間
、
曜
日
等
は
応
相
談
。

■
待
遇　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入
、

　
　
　
　

各
種
手
当
有
、
院
内
保
育
所
有

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時
・
場
所　

　

応
募
者
に
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

■
申
込
み
方
法　

随
時
応
募
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

　

履
歴
書
を
持
参
も
し
く
は
郵
送
に
よ
り
左

記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院　

事
務
局　

　

経
理
課
人
事
担
当

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
７
８

　

〒
６
４
０
‐
１
１
４
１　

　

紀
美
野
町
小
畑
１
９
８
番
地

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

嘱
託
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

紀
美
野
町
臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

①
介
護
支
援
専
門
員
業
務
等

　
　
　
　
　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

■
募
集
人
員　

１
人   

■
雇
用
期
間　

　

平
成
29
年
４
月
３
日
～
９
月
29
日

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃　

金

　

日
額　

９
，３
０
０
円

　
（
昇
給･

賞
与･

退
職
金
及
び
通
勤
手
当

な
し
）

■
勤
務
時
間　

　

原
則
と
し
て
月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
休
憩
1
時
間
含
む
）

■
応
募
資
格　

　

介
護
支
援
専
門
員
資
格
、
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
お
持
ち
の
方

■
加
入
保
険　

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る  

■
選
考
方
法　

面
接
試
験

■
試
験
日
時　

　

応
募
者
に
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。

■
試
験
場
所　

　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
予
定
）

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切　

　

平
成
29
年
３
月
15
日
（
水
）
17
時
（
必
着
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
の
写
し
、
介
護
支

援
専
門
員
資
格
の
写
し
を
持
参
も
し
く
は

郵
送
に
よ
り
下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１　

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

②
み
さ
と
天
文
台
勤
務 

事
務
補
助
員

■
募
集
人
員　

若
干
人   

■
雇
用
期
間　

　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜
９
月
29
日

※
更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
賃　

金　
　

時
給　

８
３
０
円

　
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤
手
当

な
し
）

■
勤
務
時
間　

原
則
と
し
て
水
～
日
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
祝
日
も
勤
務
日
）

　

12
時
45
分
～
21
時
30
分

　
（
休
憩
１
時
間
含
む
）   

　

勤
務
日
に
応
じ
て
勤
務
時
間
の
変
動
あ
り

■
応
募
資
格　

①
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の
方

②
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

な
ど
）
が
で
き
る
方

③
接
客
経
験
・
草
刈
り
機
等
の
使
用
経
験
が

あ
る
と
好
ま
し
い

■
加
入
保
険　

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

■
災
害
補
償　

和
歌
山
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
に
よ
る  

■
選
考
方
法　

面
接
試
験 

■
試
験
日
時　

　

応
募
者
に
追
っ
て
連
絡
し
ま
す
。   

■
試
験
場
所　

　

紀
美
野
町
み
さ
と
天
文
台

■
申
込
方
法
及
び
応
募
締
切　

　

平
成
29
年
３
月
17
日
（
金
）
21
時
（
必
着
）

　

履
歴
書
、
運
転
免
許
証
写
し
を
持
参
も
し

く
は
郵
送
に
よ
り
左
記
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
（
持
参
の
場
合
は
天
文
台
営
業
日
・
営
業

時
間
内
に
限
る
。
月
曜
・
火
曜
は
除
く
） 

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

み
さ
と
天
文
台　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
８
‐
０
３
０
５

　

〒
６
４
０-

１
３
６
６　

　

紀
美
野
町
松
ケ
峯
１
８
０
番
地
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個人番号カード交付の臨時専用窓口の開設について
　個人番号カード交付通知書（郵便はがき）が届いた方で、平日に個人番号カードを受取ることが出来ない方は、ご予約の上、休日に
受取ることができます。希望される方は、下記によりご予約ください。また、受取り当日は、通知書に記載しております書類等をご持
参のうえ、交付場所（通知書の剥離シールをはがして、ご確認ください。）をお間違えのないよう、申請者本人が受取りにお越しくだ
さい（※）。
　なお、個人番号カード受取りにかかる時間は、１人15分程度となりますので、１時間に４人から５人の予約人数となります。
　※病気や身体の障がい等、やむを得ない理由により本人が来庁できない場合は、代理人の方が受取ることができます。詳細について

は、下記までお問い合わせください。
■受取希望日時　平成29年３月25日（土）・26日（日）　８時30分～ 11時30分
■予 約 期 間　平成29年３月１日（水）～ 17日（金）（土・日を除く。）　８時30分～ 17時15分
■予 約 方 法　電話にて下記へお申し込みください。　
■問い合わせ・申し込み　□交付場所が紀美野町役場の方　　　　　住民課戸籍住民係　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９２０
　　　　　　　　　　　　□交付場所が紀美野町役場美里支所の方　住民室戸籍住民係　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６３

紀美野町コミュニティバス（ふれあい号）
平成29年４月１日（土）から運行内容を変更します。

毛原小学校及び長谷毛原中学校 一時閉鎖（休校）のお知らせ

【変更点】
■三尾川・上ケ井・箕六線
　○事前の電話予約に基づく運行に変更します。（※予約の無い便は運行しません。）
　○全ての便をバス停「天拝」から「美里支所」までの区間を運行する路線に変更します。
　○運行ダイヤを改正します。

　　「後　　畑」 7：40発～「厚生病院」 8：39着 →「天　　拝」 7：25発～「美里支所」 8：00着
　　「厚生病院」11：25発～「美里支所」12：28着 →「美里支所」12：06発～「天　　拝」12：41着
　　「美里支所」13：00発～「美里支所」13：39着 →「天　　拝」13：30発～「美里支所」14：05着
　　「美里支所」14：30発～「美里支所」15：10着 →「美里支所」16：41発～「天　　拝」17：16着

■永谷線
　○事前の電話予約に基づく運行に変更します。（※予約の無い便は運行しません。）

■真国・志賀野線
　○バス停「薬師口」から「鳥居峠」の間の町道区間で乗降する場合は、事前の電話予約が必要になります。（予約

が無い場合は、該当区間は運行しません。）※その他の区間については、従来通り予約が無くても運行します。

■高野線
　○バス停「谷口」からたまゆらの里まで路線を延長します。
　○新規バス停「たまゆらの里」を設置します。
　○運行ダイヤを改正します。（バス停「たまゆらの里」が追加になるだけであり、その他のバス停の発着時刻は変

更ありません。）

■小川線
　○バス停「第２保育所」から「海南鋼管団地集会所」までの区間の経路を一部変更します。（国道３７０号バイパ

スを通る経路に変更します。）
　○運行ダイヤを改正します。（バス停「くすのき公園」を２回経由していたものが１回経由に変更となるだけで、

その他のバス停の発着時刻は変更ありません。）
※国木原・長谷線における変更事項はありません。
詳しくは、併せて各戸配布しております平成29年４月１日改正の運行時刻表等をご覧ください。

■問い合わせ　総務課　℡ ０７３‐４８９‐２４３０

毛原小学校及び長谷毛原中学校は児童・生徒数の減少により、平成29年３月31日をもって一時閉鎖となります。
それに伴い、児童・生徒は４月から下神野小学校及び美里中学校へ通学することになります。

■問い合わせ　教育課　℡ ０７３‐４８９‐５９１０

現在 4月1日から
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紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
録
音

「
上
方
演
芸
会
」
観
覧
者
募
集

｢

春
の
ふ
れ
あ
い
ハ
イ
キ
ン
グ｣

参
加
者
募
集
！

　

～
新
緑
の
熊
野
古
道
と
宿
場
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た

湯
浅
の
町
並
み
を
楽
し
む
～

■
日
時　
４
月
23
日
（
日
）
雨
天
中
止

■
コ
ー
ス　

熊
野
古
道　

紀
伊
宮
原

駅
（
有
田
市
）
～
湯
浅
町
～
稲

む
ら
の
火
の
館
（
広
川
町
）

　
（
歩
行
距
離　

約
７
㎞
）

　
（「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
入
館
料
大

人
４
０
０
円
、
小
中
学
生
１
０
０

円
は
個
人
負
担
と
し
ま
す
。）

■
集
合　

中
央
公
民
館
前

　
（
受
付　

８
時
～
８
時
20
分
）

■
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
雨
具

な
ど
ハ
イ
キ
ン
グ
に
必
要
な
も
の

■
参
加
費　

２
，５
０
０
円
（
町
内

中
学
生
以
下
無
料
、
町
外
の
方

３
，５
０
０
円
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す

■
申
込
み　

４
月
７
日
（
金
）（
消

印
有
効
）
ま
で
に
下
記
の
と
お

り
往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　（
先
着
80
名
ま
で
、
返
信
面
で
連
絡
）

■
そ
の
他

・
は
が
き
１
枚
で
４
名
ま
で

・
中
止
の
場
合
、
６
時
30
分
頃
代
表

者
に
電
話
連
絡
。（
は
が
き
に
は

電
話
番
号
を
必
ず
ご
記
入
く
だ

さ
い
。）

・
小
・
中
学
生
も
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

・
電
話
申
し
込
み
不
可

■
主
催　

紀
美
野
町
青
少
年
育
成
町

民
会
議
・
青
少
年
育
成
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

３
月
の
天
文
教
室

「
金
星
を
撮
ろ
う
！
」

■
日
時　

３
月
４
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

５
日
（
日
）

　

各
日
14
時
30
分
～
15
時
、

　
　
　

15
時
30
分
～
17
時
30
分

　
（
昼
間
に
撮
影
し
ま
す
！
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加　

無
料

　
　
　
　
（
事
前
申
込
不
要
）

■
概
要　

夕
方
の
西
の
空
に
ひ
と

き
わ
明
る
く
輝
く
金
星
は
、
望

遠
鏡
で
見
る
と
月
の
様
に
形
が

変
わ
り
ま
す
。
１
０
５
㎝
大
型

望
遠
鏡
を
使
い
、
三
日
月
の
よ

う
に
細
く
大
き
く
見
え
る
金
星

を
、お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
な
ど
で
撮
影
で
き
ま
す
。

■
備
考　

雨
天
の
場
合
は
撮
影
で

き
ま
せ
ん
。
曇
り
の
場
合
、
雲

の
厚
さ
に
よ
っ
て
は
撮
影
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
注
意　

金
星
を
確
実
に
撮
影
で

き
る
と
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

は
対
象
外
で
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
日
時　

４
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　

18
時
30
分
～

■
場
所

　
　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
出
演
者

　
（
１
本
目
）

　

ザ
・
ぼ
ん
ち
、
ア
キ
ナ

　
（
２
本
目
）

　

酒
井
く
に
お
・
と
お
る

　

テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

■
司
会

　

宮
崎
大
地
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

■
内
容　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送

「
上
方
演
芸
会
」
の
公
開
録
音
を

実
施
し
ま
す
。
上
方
芸
人
に
よ

る
漫
才
、
漫
談
な
ど
、
上
方
な

ら
で
は
の
話
芸
の
数
々
を
お
届

け
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局

　
（
℡
０
７
３
‐
４
２
４
‐
８
１
１
１
）

※
平
日　

９
時
30
分
～
19
時

・
紀
美
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
７
３
‐
４
９
５
‐
９
０
５
５
）

※
水
～
金　

９
時
～
17
時

■
申
込
方
法　

１
歳
以
上
の
お
子
様

か
ら
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

左
記
の
郵
便
往
復
は
が
き
記
入

例
を
参
考
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う

え
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

人
入
場
可
）
を
送
付
し
ま
す
。

※
ご
応
募
の
際
に
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ

か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
受
信
料
の

お
願
い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
締
切

　

３
月
22
日
（
水
）
必
着

6 4 0 - 1 1 9 2往信 ※返信面は
空白のまま

紀
美
野
町
動
木
２
８
７

紀
美
野
町
役
場

青
少
年
セ
ン
タ
ー

「
春
の
ふ
れ
あ
い

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
」
係

①郵便番号

②住　　所

③名　　前

④電話番号

①郵便番号

②住　　所

③名　　前

〒 640-8556
何も書かないでください

（抽選結果を印刷して
ご返送いたします）

（住所不要）
NHK 和歌山放送局

「上方演芸会」係

往信表

返信表

返信裏

往信裏

①参加希望者氏名

　（代表者）

②ご住所

③年齢・電話番号

④その他参加者氏名

⑤ご住所

⑥年齢・電話番号

返信 郵便番号

ご
住
所

　

お
名
前
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

１
日　

お
ひ
な
さ
ま
作
り

　

８
日　

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
に
挑
戦

　

15
日　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う

　

22
日　

な
べ
し
き
作
り

　

29
日　

〃

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

１
日　

お
は
な
し
会

　

８
日　

キ
ッ
ズ
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

15
日　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

22
日　

ゲ
ー
ム
大
会

　

29
日　

春
さ
が
し
に
行
こ
う

■
日
時　

３
月
18
日
（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
受
付
は
14
時
30
分
ま
で
）

■
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

　

工
作
（
プ
ラ
バ
ン
・
ひ
こ
う
き
・

木
の
お
も
ち
ゃ
・
缶
バ
ッ
ジ
）

※
各
コ
ー
ナ
ー
は
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。

※
15
時
よ
り
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
（
プ

レ
ゼ
ン
ト
付
）

■
持
ち
物　

す
い
と
う

■
参
加
費　

１
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
・
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方

　
（
保
育
園
児
は
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
参
加
お
願
い
し
ま
す
。）

■
事
前
申
し
込
み　

必
要
な
し

■
問
い
合
わ
せ

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り

総
合
９
位
！
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
代
表
チ
ー
ム

（
第
16
回
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
を
終
え
て
）

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
２
０
０
冊
】

　

中
原
悠
雅
（
野
小
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
草
花
た
ち
の
静
か
な
誓
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
輝
・
著

「
ネ
コ
と
昼
寝
」　

群
よ
う
こ
・
著

「
銀
の
猫
」　　

朝
井
ま
か
て
・
著

「
お
み
せ
や
さ
ん
で
く
だ
さ
い
な
！
」

　
　
　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ
・
作

「
し
ん
け
ん
し
ょ
う
ぶ　

だ
る
ま

さ
ん
が
こ
ろ
ん
だ
」

　
　
　
　
　
　
　

武
田
美
穂
・
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
四
月
に
な
れ
ば
彼
女
は
」

　
　
　
　
　
　
　

川
村
元
気
・
著

「
恋
の
ゴ
ン
ド
ラ
」

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾
・
著

「
こ
ど
も
ノ
ー
ベ
ル
賞
新
聞
」

　
　
　
　
　
　

若
林
文
高
・
監
修

「
い
の
ち
の
は
な
」　

の
ぶ
み
・
作

１
月
19
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
、
人
権
研
修
会
ゴ
ル

ゴ
松
本
氏
の
講
演
内
容
に
不
適
切

な
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
注
意
い
た
し
ま
す
。
誠
に
申

し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

紀
美
野
町
教
育
委
員
会
教
育
課

生
涯
学
習
室

人
権
研
修
会
に
つ
い
て
の
お
詫
び

２
月
19
日
（
日
）
に
第
16
回
市
町

村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら
２

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
全
10
区
間
21
・

１
㎞（
紀
三
井
寺
～
和
歌
山
県
庁
間
）

の
コ
ー
ス
を
小
学
生
４
人
、
中
学
生

６
人
が
チ
ー
ム
34
人
の
思
い
を
込
め

て
「
た
す
き
」
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

出
場
29
市
町
中
、
紀
美
野
町
は
第

９
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま

た
Ｂ
チ
ー
ム
も
34
位
で
大
健
闘
し
ま

し
た
。
な
お
、
第
１
区
を
走
っ
た
吉

見
侑
輔
選
手
（
野
上
中
・
３
年
）
は

区
間
新
記
録
の
９
分
１
秒
で
走
り
、

第
10
区
を
走
っ
た
樋
瀬
翔
希
選
手

（
野
上
中
・
３
年
）
は
５
年
連
続
競

技
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
キ
ャ
プ
テ
ン 

樋
瀬
翔
希
選
手

（
野
中
３
年
）】

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
を
始
め
て
５
年
が

経
ち
ま
し
た
。
僕
に
と
っ
て
、
こ
の

５
年
間
は
と
て
も
大
切
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
仲
間
や
熱

心
に
指
導
し
て
く
れ
る
監
督
、
コ
ー

チ
、
支
え
応
援
し
て
く
れ
た
方
た
ち

に
出
会
え
た
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
。
す
べ

て
の
こ
と
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
僕
は
卒
業
し
ま
す
が
、

今
後
も
ず
っ
と
先
輩
達
か
ら
思
い
繋

い
で
き
た
「
走
魂
」
と
い
う
た
す
き

を
繋
い
で
走
り
続
け
て
も
ら
い
た
い

で
す
。
来
年
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
大
岩
勝
良
監
督
】

今
年
も
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
競
走
大
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
・
沿
道
、
た
く
さ
ん

の
応
援
を
し
て
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
も
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝

代
表
選
手
34
人
は
本
当
に
よ
く
頑
張

り
ま
し
た
。

目
標
に
し
て
い
た
８
位
入
賞
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
紀
美
野
町

代
表
と
し
て
２
チ
ー
ム
と
も
全
力
で

走
り
き
り
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

貴
重
な
経
験
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

昨
今
の
少
子
化
の
影
響
で
、
紀
美

野
町
チ
ー
ム
と
し
て
走
っ
て
く
れ
る

選
手
も
年
々
減
少
し
、
一
人
ひ
と
り

へ
の
負
担
が
と
て
も
大
き
く
な
っ
て

く
る
中
で
、
皆
さ
ん
よ
く
走
っ
て
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
中
学
校
３

年
生
は
非
常
に
大
変
な
時
期
で
あ
り

な
が
ら
出
場
し
て
く
だ
さ
り
、
チ
ー

ム
を
支
え
る
大
き
な
幹
と
な
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
紀
美
野
町
ジ
ュ
ニ
ア
駅

伝
チ
ー
ム
は
、
来
年
も
先
輩
が
築
い

て
き
た
伝
統
の
「
走
魂
」
で
走
り
ま

す
。
町
中
で
走
っ
て
い
る
子
ど
も
達

を
見
か
け
た
時
に
は
、
温
か
い
ご
声

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
各
区
間
選
手

【
Ａ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

吉
見
侑
輔
（
野
中
３
年
）

■
２
区　

森
下
日
和
（
野
中
２
年
）

■
３
区　

油
谷
依
里
（
下
小
６
年
）

■
４
区　

西
谷
美
咲
（
向
陽
中
１
年
）

■
５
区　

岩
﨑
稀
優
（
野
中
３
年
）

■
６
区　

矢
動
丸
さ
ら
沙

　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
小
６
年
）

■
７
区　

片
畑
羽
弥
（
野
小
６
年
）

■
８
区　

西
井
華
心
（
野
中
１
年
）

■
９
区　

池
本
智
輝
（
小
川
小
６
年
）

■
10
区　

樋
瀬
翔
希
（
野
中
３
年
）

【
Ｂ
チ
ー
ム
】

■
１
区　

折
口
雄
紀
（
美
中
３
年
）

■
２
区　

静
川
桃
音
（
野
中
１
年
）

■
３
区　

垣
内
歩
実
（
小
川
小
６
年
）

■
４
区　

東
浦
史
歩
（
野
中
２
年
）

■
５
区　

中
田
琉
玖
（
野
中
３
年
）

■
６
区　

田
中
新
菜
（
野
小
５
年
）

■
７
区　

静
川
陽
向
（
野
小
５
年
）

■
８
区　

古
谷
明
日
香
（
野
中
２
年
）

■
９
区　

藤
井
聖
矢
（
野
小
６
年
）

■
10
区　

片
畑
弥
偲
（
野
中
２
年
）第１区走者 吉見侑輔選手（写真中央）
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十
七

オ
シ
ド
リ
（
自
然
編
）

カ
モ
の
仲
間
の
鳥
は
山
間
地
に
は
あ

ま
り
や
っ
て
来
な
い
も
の
で
す
が
、
オ

シ
ド
リ
は
山
奥
に
も
よ
く
や
っ
て
来
ま

す
。
今
年
も
、
貴
志
川
や
真
国
川
の
あ

ち
こ
ち
や
山
の
中
の
池
に
か
な
り
来
て

い
る
よ
う
で
す
。

カ
モ
類
は
、
水
に
浮
か
ん
で
い
る
と

こ
ろ
が
目
に
つ
く
鳥
な
の
で
、
あ
れ
は

魚
を
捕
っ
て
食
う
鳥
だ
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
淡
水
ガ
モ
は
主
に
植
物
食
で

す
。
水
草
の
葉
や
茎
、
雑
草
の
実
、
稲

の
落
ち
穂
な
ど
を
拾
っ
て
食
べ
ま
す
。

特
に
オ
シ
ド
リ
は
カ
シ
や
ク
ヌ
ギ
や

コ
ナ
ラ
な
ど
の
ド
ン
グ
リ
を
好
み
、
こ

れ
ら
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
の
だ
そ
う
で

す
。あ

の
堅
い
ド
ン
グ
リ
を
割
っ
て
中
身

を
食
べ
る
の
か
、
ま
る
ご
と
食
べ
て
消

化
す
る
の
か
、
わ
た
し
は
ま
だ
オ
シ
ド

リ
の
胃
袋
を
調
べ
た
こ
と
が
な
い
の
で

分
か
り
ま
せ
ん
。

ご
存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら

教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
オ
シ
ド
リ
の
落
鳥
で
も
見
つ

け
た
ら
早
速
解
剖
し
て
み
た
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
鳥
の
オ
ス
は
、
夏
の
間
は
地
味

な
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
秋
が
深
ま
っ

て
く
る
と
き
れ
い
な
羽
に
変
わ
っ
て
、

あ
の
美
し
い
姿
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
、
翼
の
い
ち
ば
ん
内
側
の
一
対

の
羽
毛
が
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
の
形
に
立

ち
上
が
っ
て
目
立
ち
ま
す
。

銀い
ち
ょ
う
ば
ね

杏
羽
と
呼
ば
れ
て
、
ほ
か
の
カ
モ

類
に
は
な
い
美
麗
な
も
の
で
す
。

オ
ス
の
羽
毛
が
こ
ん
な
に
派
手
に
き

れ
い
に
な
る
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
メ
ス

の
目
を
ひ
く
た
め
で
す
。

こ
う
し
て
、
雌
雄
は
互
い
に
選
び
つ

選
ば
れ
つ
、
冬
の
間
に
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に

ペ
ア
が
出
来
あ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
う
し
て
、
冬
か
ら
春
、
雄
雌
が
寄

り
添
っ
て
泳
ぐ
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
わ

け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
が
見
る

冬
の
オ
シ
ド
リ
は
仲
の
よ
い
夫
婦
ば
か

り
に
見
え
る
の
で
、「
お
し
ど
り
夫
婦
」

と
い
う
言
葉
が
出
来
た
の
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
意
外
、
オ
シ
ド
リ
の
夫
婦

は
、
た
い
て
い
毎
年
相
手
が
変
わ
る
の

だ
そ
う
で
す
。

　
「
え
？
」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
こ

と
で
し
ょ
う
。

も
し
や
あ
な
た
、
よ
そ
さ
ま
の
結
婚

式
の
お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
で
「
ど
う
ぞ

オ
シ
ド
リ
の
よ
う
な
ご
夫
婦
に
」
な
ん

て
や
っ
た
の
で
は
…
？

あ
ら
、
た
い
へ
ん
。

い
や
冗
談
で
す
。

　

今
更
も
う
あ
わ
て
な
い
で
、
知
ら
な

い
ふ
り
を
し
て
い
ま
し
ょ
う
。

　
『
鴛え
ん

鴦お
う

の
契
り
』『
お
し
ど
り
夫
婦
』

い
ず
れ
も
、
生
き
た
日
本
語
で
す
。

平
成
14
年
２
月
１
日
発
行　

前
田
亥

津
二 

著
「
美
里
の
自
然
」
よ
り

　

現
在
オ
シ
ド
リ
は
、
和
歌
山
県
レ
ッ

ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
（
注
１
）
で
、
準
絶

滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
１
）
本
県
の
貴
重
な
野
生
生
物
、地
形
、

地
質
を
選
定
し
、
そ
の
現
況
把
握
、
貴
重

性
の
評
価
を
行
い
、
と
り
ま
と
め
た
も
の
。

２
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

の
２
日
間
、
志
賀
野
地
区
公
民
館

で
作
品
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
出
品
さ
れ
る
志
賀
野
・
真

国
地
区
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
は
、

地
区
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の

成
長
を
皆
で
感
じ
ら
れ
る
、
そ
ん

な
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
発
表
、

一
般
の
方
々
や
サ
ロ
ン
か
ら
の
作

品
を
、
今
年
は
ど
ん
な
内
容
か
と

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
来
場
者
が

多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
年
は
、
こ
の
土
地
な
ら
で
は

の
「
薬
草
展
示
コ
ー
ナ
ー
」、
去

年
10
月
の
秋
祭
り
で
登
場
し
た

「
手
作
り
こ
ど
も
神
輿
」
の
展
示
、

２
月
11
日
開
催
の
岡
本
知
高
コ

ン
サ
ー
ト
に
て
、
き
み
の
児
童
合

唱
団
を
は
じ
め
、
野
上
小
学
校
、

下
神
野
小
学
校
、
中
貴
志
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
24
人
が
合
唱
し
ま

し
た
。

短
期
間
の
練
習
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
糸
」「
も
う
一
度
二
人
で
歌

い
た
い
」
と
難
し
い
曲
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

当
日
は
驚
く
ほ
ど
の
成
長
と
頑

張
り
を
見
せ
、
会
場
が
大
い
に
盛

り
上
が
る
大
熱
唱
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
か
け

が
え
の
な
い
経
験
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

今
後
と
も
地
域
と
関
わ
り
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
を
工
夫
し
て
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

志
賀
野
地
区
公
民
館
作
品

展
示
会
盛
大
に
開
催

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

「
岡
本
知
高
コ
ン
サ
ー
ト
」

盛
大
に
開
催

昨
年
に
引
き
続
き
「
天
文
台
コ
ー

ナ
ー
」
も
設
け
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
復
活
し
、
に

ぎ
や
か
な
展
示
会
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
場
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　私たちは、発足して十数年になりました。現在、
町立武道館で団員15人（小学生９人、他１人）で
楽しく練習しています。練習内容は、前半が作務・
準備体操・鎮魂行・講話・基本練習、後半は組み
手（技）を行います。お互いに技をかけあい、相
手の気持ちを知り、やさしくて何事にもくじけな
い強い心と体を作ることを目的としています。
　今年度は、熊本地震、東日本大震災の被災地へ
の寄付を行いました。
　紀美野町の学生の皆さん、少林寺拳法をしてみ
ませんか？見学・体験大歓迎です。
■活動日
　毎週火・木曜日
　19:00 ～ 21:00
■代表者
　新宅康成
　（℡073-489-2435）

─ わが町サークル ─
「少林寺拳法 和歌山野上スポーツ少年団」
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米
寿
わ
れ
足
腰
弱
く
な
り
た
れ
ど

　
　
　
　
　
百
人
一
首
は
威
勢
よ
く
と
る
　
　
　
　
松
本
　
　
久
子

義あ
兄に
逝
き
て
寂
し
き
正
月
過
ぎ
ゆ
け
り

　
　
　
　
　
今
日
は
七
草
粥
を
供
え
る
　
　
　
　
　
森
脇
　
伊
佐
子

雪
降
り
て
冷
え
行
く
部
屋
の
押
入
れ
に

　
　
　
　
　
亡おっ
と夫
が
残
せ
し
綿
入
れ
さ
が
す
　
　
　
森
下
　
　
峰
子

何
事
も
な
き
が
幸
せ
見
上
ぐ
る
は

　
　
　
　
　
雲
の
間
あ
わ
い
の
十
六
夜
の
月
　
　
　
　
　
　
竹
本
　
セ
ツ
子

帰
省
客
帰
り
て
片
付
け
成
し
終
え
ぬ

　
　
　
　
　
家いえ
内うち
た
だ
に
広
々
と
し
て
　
　
　
　
　
段
木
　
　
幸
代

笑
ひ
尉
じ
や
う
の
お
も
は
よ
白
き
眉
あ
げ
て

　
　
　
　
　
春
耕
語
る
夫
と
屠
蘇
く
む
　
　
　
　
　
山
本
　
　
綾
子

仲
良
い
よ
う
に
な
か
盃
さ
か
ず
きで
と
銀
盃
に

　
　
　
　
　
屠と
蘇そ
つ
ぎ
く
れ
し
父
の
白
髪
　
　
　
　
吉
村
　
　
紀
子

朝
方
に
雨
戸
開
け
れ
ば
銀
世
界

　
　
　
　
　
人
影
も
な
く
峡かい
は
し
ず
も
る
　
　
　
　
奥
　
　
ふ
み
代

雨
風
の
音
に
目
覚
め
て
離
れ
住
む

　
　
　
　
　
孫
ら
の
事
を
思
う
祖
母
な
り
　
　
　
　
横
出
　
　
圭
子

野
も
山
も
降
り
積
む
雪
に
埋うず
も
り
て

　
　
　
　
　
新
ら
し
き
世
界
ひ
ら
け
ゆ
く
ご
と
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

年
老
り
と
言
わ
れ
て
気
付
く
残
酷
さ

　
　
　
　
　
己おの
が
気
力
の
空
廻
り
す
る
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
吉
信

豪
雪
に
見
渡
す
四よ
方も
は
銀
世
界

　
　
　
　
　
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
の
北
国
想
う
　
　
　
　
森
下
　
　
玉
子

細
き
指
も
て
据
ゑ
ら
れ
し
寒
や
い
と
　
　
　
　
　
　
前
　
　
　
　
廣

冬
ぬ
く
し
香や
し
具
師
程
々
に
商
へ
り
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

カ
ー
テ
ン
に
し
み
込
む
匂
ひ
寒
の
灸
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

土
目
覚
め
ま
た
耕
人
と
な
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
隆
之

さ
緑
の
や
さ
し
き
苦
み
蕗
の
薹
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

旅
疲
れ
芭
蕉
も
据
ゑ
し
寒
の
灸
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

大
雪
に
休
診
の
紙
貼
ら
れ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
　
昭
子

鬼
や
ら
ふ
魔
除
け
の
た
め
の
指
輪
し
て
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

腕
白
の
靴
の
近
づ
く
薄
う
す
ご
お
り氷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
　
富
貴
子

橋
凍
て
て
奥
の
院
ま
で
参
ら
れ
ず
　
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

俎まな
板いた
の
鯉
の
ご
と
く
に
寒
や
い
と
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

歌
　
の
　
小
　
道

　「ハイレベルだからこそ面白い」を伝えるため、中高
生に大学の卒論・大学院修士レベルの観測(大型望遠鏡
を使用)・データ処理に取り組んでいただく「木星写真
コンテスト」を企画し、4校6団体が参加しました。観
測は2016年3月から5月に行われ、5作品が提出されま
した。文化祭や町民大学等で一般投票を実施し、196
票が集まりました。金賞は橋本高校、銀賞はりら高校、
銅賞は開智高校に決定し
ました。
　「もっとデータ処理にこ
だわりたかった」
　これは提出締め切り前
に慌てて写真を仕上げた
生徒さんの言葉です。学
問の面白さとはそういう
事なのです。この企画を
実施して大正解でした。

　１月24日（火）、前日より降り続いた雪が道路や
建物、山の木々に雪国のように積もり、臨時休校
となりました。毛原小中学校の周辺は一面の銀世
界。子ども達が12月に植えたパンジーやビオラの
プランターの上には、約30ｃｍほどの雪が乗っか
り、分厚い布団をかぶっているようでした。
　玄関前に積もった雪を運動場に続く階段に落と
し、段差の倍ほどの高さになるようせっせと雪集
めをして、子ども達と共にソリ滑りができるよう
にたくさん積み上げておきました。
　次の日１月25日（水）、朝の読書の時間の間にソ
リ滑りのコースを職員で作りあげました。小学生
は、朝の読書を終えるとさっそく体操服に着替え
ソリ滑りを始めました。上から見下ろすコースは
急で長く、子ども達は最初ためらっていましたが、
一度滑るとスリルと楽しさが分かり何回も何回も
滑って、どこまで滑る距離を伸ばせるか競い合っ
ていました。

天文台だより
『審査員は町民の皆様
第１回 中高生 木星写真コンテストの結果報告』

　研究員　山内 千里

学校だより
『大雪の翌日に』

紀美野町立毛原小学校・長谷毛原中学校

天文台に足を運んだ回数が最も多かった橋本高校科学部と作品、特注トロフィー

りら高校サイエンスアート部
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・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
充
電
用
コ
ネ
ク
タ
ー
を

差
し
込
ん
だ
際
に
、
上
下
逆
に
無
理
に
挿
入

し
た
た
め
、
コ
ネ
ク
タ
ー
内
部
が
変
形
し
、

端
子
間
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
異
常
発
熱
し
、
こ

た
つ
布
団
が
焦
げ
た
。

・
充
電
用
コ
ネ
ク
タ
ー
内
部
に
液
体
（
汗
や
飲

料
水
等
）
や
異
物
（
細
か
い

ゴ
ミ
や
ホ
コ
リ
、金
属
片
等
）

が
入
り
込
ん
だ
た
め
、
端
子

間
が
シ
ョ
ー
ト
し
て
異
常
発

熱
し
、
コ
ネ
ク
タ
ー
が
焼
損

し
た
。

1月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 50 50

一 般 負 傷 15 15

交 通 事 故 3 3

そ の 他 5 5

合 計 73 0 73

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー（
傷
病
者
の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に

よ
る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し
も

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

近
年
、
携
帯
充
電
器
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
電
子
た
ば
こ
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
な
ど
様
々
な
用
途
に
用
い
ら
れ
る
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
充
電
中
や
使
用
中
な
ど
に
出
火

す
る
火
災
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
～
平

成
27
年
ま
で
に
全
国
で
65
件
の
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
取
扱
い

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
、
小
型
で
大
量
の

電
力
を
必
要
と
す
る
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ニ
ッ
ケ
ル
カ

ド
ミ
ウ
ム
電
池
、
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
と

比
べ
て
高
容
量
、
高
出
力
、
軽
量
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

①
各
機
器
を
購
入
し
た
時
に
付
属
さ
れ
て
い
る

充
電
器
や
メ
ー
カ
ー
指
定
の
も
の
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

②
接
続
部
が
合
致
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
充
電

電
圧
を
確
認
せ
ず
に
使
用
す
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

③
膨
張
、
異
音
、
異
臭
な
ど
異
常
が
生
じ
た
も

の
を
使
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
充
電
が
最
後
ま
で
で
き
な
い
、
使
用
時
間
が

短
く
な
っ
た
、
充
電
中
に
熱
く
な
る
な
ど
の

異
常
が
あ
っ
た
際
に
は
使
用
を
や
め
て
、メ
ー

カ
ー
や
販
売
店
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
廃
棄
の
際
に
は
、
事
業
団
体
が
回
収
す
る
リ

サ
イ
ク
ル
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

電
池
か
ら
火
花
の
飛
び
散
っ
て
い
る
時
に
は

近
寄
ら
ず
、
火
花
が
収
ま
っ
て
か
ら
消
火
器
や

大
量
の
水
で
消
火
す
る
と
と
も
に
１
１
９
番
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

長
時
間
外
出
す
る
場
合
は
必
ず
カ
ー
テ
ン
を

閉
め
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
太
陽
の
光
を
直
接

室
内
に
入
れ
な
い
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、

窓
の
近
く
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
透
明
な
光
を

収
束
さ
せ
や
す
い
も
の
、
ま
た
鏡
や
ス
テ
ン
レ

ス
ボ
ー
ル
な
ど
の
光
を
反
射
さ
せ
る
も
の
を
置

か
な
い
こ
と
。
後
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い
こ
と
も
大
事
で
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
と
は

実
際
の
火
災
事
例

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

万
が
一
発
火
し
た
時
に
は

収
れ
ん
火
災
を
防
ぐ
に
は

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
か
ら
の

火
災
に
ご
注
意
を
！

収
れ
ん
火
災
に
注
意
！

出火したリチウム電池内蔵の
スマートフォン

収
れ
ん
火
災
と
は
、
鏡
や
ガ
ラ
ス
な
ど
が
レ

ン
ズ
の
役
割
に
な
り
、
太
陽
光
が
一
点
に
集

ま
っ
て
可
燃
物
を
発
火
さ
せ
て
起
こ
る
火
災
の

こ
と
で
、
虫
め
が
ね
を
使
い
太
陽
光
を
集
め
て

紙
を
焦
が
す
理
科
の
実
験
と
同
じ
原
理
で
す
。

火
災
の
原
因
と
し
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
生
活
用
品
の
中
で
火
災
と
は
縁
が
な
い
よ

う
な
も
の
が
火
を
起
こ
す
原
因
で
あ
る
た
め
に

用
心
が
必
要
で
す
。

太
陽
光
が
原
因
に
な
る
た
め
、
日
差
し
が
強

い
夏
場
に
発
生
し
や
す
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
冬
場
は
、
夏
と
比
べ
て
太
陽
の
位
置
が
低

く
、
光
が
部
屋
の
奥
ま
で
入
っ
て
く
る
た
め
、

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？尚

、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時　
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料

■
申
込
期
限　

３
月
20
日
（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

　

紀
美
野
町
下
佐
々
８
０
３
番
地
１

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
お
申
し

込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
4
月
２
日
（
日
）

収れん火災



3月

３月は卒園・卒業シーズンです。各保育所・学校ではそれぞれ
卒園式・卒業式が行われ、多くの方々が旅立ちを迎えます。卒園生・
卒業生の皆さん、４月から新しい学び舎で目標を新たにがんばっ
てください。
また、12 日（日）には春の風物詩「生石高原山焼き」が行われま

す。毎年、多くの観光客の皆さんが、炎が立ち登る雄大な山焼き
を一目見ようといらっしゃいます。生石高原にも待ち望んだ春がやっ
てきます。

編 集 後 記

　近年のサイクリングブームを受け、紀の川流域を含む紀北エリアの振興・活性化に繋げるため、和歌山県で初めて
の大規模イベントとなる「わかやまサイクリングフェスタ2017」が開催されます。このイベントは順位を競うもの
ではなく、サイクリングを楽しもうという趣旨のイベントです。
　紀美野町内では国道370号（小畑→長谷宮）及び県道10号線（動木→長谷）が走行コースとなっています。
　長時間にわたり、多数の自転車が走行します。走行コース沿線にお住まいの皆様、および沿線を車で通行される方
には、ご不便ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
　また、県内外から参加されるサイクリストの皆さんに対して、ぜひ温かい声援で歓迎して頂けますよう、併せてお
願いします。

その他、全体の走行コース等は下記のＨＰにてご確認ください。
ＨＰ：http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/020200/cyclingfesta/index.html
■主　　　催　わかやまサイクリングフェスタ実行委員会
■問い合わせ　和歌山県企画部地域振興局地域政策課　℡ ０７３ ‐ ４４１ ‐ ２３７１

ご予約いただくと･･･
①お客様のご都合にあわせて、スムーズに相談できます！
②相談内容にあったスタッフが事前に準備のうえ、丁寧に対応します！
※予約相談の実施時間帯は、８時30分～ 16時（月～金曜日）
　予約の申し込みは　「ねんきんダイヤル」へ！
　　　　　　　　　　℡ ０５７０‐０５‐１１６５
●予約相談希望日の１か月前から前日まで受付します。
●ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証書をご準備く
ださい。

■問い合わせ　和歌山西年金事務所お客様相談室
　℡ ０７３‐４４７‐１６６０

地震が起こったら･･･
●「グラッ」ときたら、屋内ではテーブルや机の下などに
隠れ、屋外ではブロック塀や看板などから離れる。
●火の始末をする。
●テレビ・ラジオなどから正しい情報を入手して行動する。
●がけ崩れの危険地域からすぐ避難し、安全が確認される
まで戻らない。
■問い合わせ
　海南警察署　℡ ０７３‐４８２‐０１１０

日　　時 走行台数 紀美野町走行コース及び通行想定時間

平成29年
３月26日（日）

雨天決行

160kmコース
300台

〔国道370号（小畑→長谷宮）〕
７時10分頃から11時00分頃

60kmコース
200台

〔県道10号線（動木→長谷）〕
９時50分頃から11時50分頃

わかやまサイクリングフェスタ2017開催！みんなで
応援しよう！

和歌山西年金事務所で年金の予約相談を実施しています大地震の発生に備えて　地震は必ず起こります‼

2017.315

紀美野町の人口
総人口……	9,338人（−29）
　男　……	4,325人（−18）
　女　……	5,013人（−11）
世帯数……	4,375世帯（−8）

（平成29年1月末現在）　　

　紀美野町面積 128.34km2

前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

2 日（木） 11:00 ～ 犬・ねこの飼い方講習会【12 日 ( 日 )・26 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 − 6500

6 日（月） 移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471

23 日（木） 総務課 489 − 5912

12 日（日） パークゴルフ「チャンピオン」大会 のかみふれあい公園 生涯学習室 489 − 5915

12 日（日） 生石高原山焼き 生石高原 産業課 489 − 5901

16 日（木） 13:00 ～ 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489 − 5912

美里支所 住民室 495 − 3471



春の風物詩生石高原山焼きを、下記のとおり実施します。
山頂笠石周辺に観光客のための観覧場所を設けておりますので、是非ご来場ください。
●日　　時　　３月12日（日）8時30分～ 12時30分（予定）
　　　　　　　（悪天候の場合は3月19日（日）に延期）
●場　　所　　生石高原笠石を中心とするススキ草原区域
●行事内容　　開会式（開会・来賓の挨拶）…… 8時30分～
　　　　　　　点火式（太鼓演奏・点火）……… 8時50分～ 9時00分
　　　　　　　山焼き（ススキ草原93,140㎡）… 9時00分～ 12時00分
　　　　　　　ぜんざいコーナー （有料）………10時00分頃から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無くなり次第終了）
●実施団体　　主催：紀美野町・有田川町・生石高原観光協会
　　　　　　　後援：和歌山県
　　　　　　　協力：紀美野町小川地区・有田川町生石区
　　　　　　　　　　紀美野町消防団・有田川町消防団・山の家おいし
●問い合わせ　産業課　℡　073 ‐ 489 ‐ 5901（直通）

心身ともに心豊かに安心して子育てができるように、育児に関する情報交換やコミュニケーションをは
かったり、親子のふれあいが出来る場として子育て支援センターを開設しています。

育児相談や、遊びの場として開放も行っており、毎月80人程の利用者がいます。気軽に遊びに来てくだ
さい！（３月分の日程等について、詳しくは６頁）

妊娠期から子育て期にわたり、保健師等が中心となり、妊娠・出産・育児のさまざまな疑問・悩み・相談に応
じます♡　また、必要に応じて他の専門職や関係機関のスタッフと連携しながら、子育て世代の皆さんを総
合的に支援していきます☆　ひとりで悩んでいることはありませんか？　ぜひ、ご相談ください！

〈相談受付時間〉8時30分〜 17時15分（平日）※土・日・祝日・年末年始はお休みです。

■問い合わせ　保健福祉課　紀美野町下佐々１４０８番地４　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

上記開設に伴い きみのこども園 に併設していました 子育て支援センター が、
平成29年４月１日から、紀美野町総合福祉センター ２階 に移転します(^^♪
（平成29年３月24日（金）まできみのこども園に併設）

生石高原山焼きのお知らせ

♡ 「子育て世代包括支援センター」 を開設します ♡

平成29年４月１日から、 
紀美野町総合福祉センター の中に
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来てね♪


